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回的　本研究の目的は、戦後 の家計 の勧句につ､｡イ 各項目 の変動 反ぴ備回間の関係を時

系列 をお って総合的にとﾚ元むることにめ台。俤3 報でば各年 の消費 支出(ﾉ)因 手凛析舶来に

基ブ､1 ,   昭和忿 ～回坪の家計消責の構道的変化 の後程ほ曰本低 廉の景気循環( 第E 循環 ～

事^ 循環) にほほ対応寸ﾗﾓ ﾊﾞ7)であることを明りかにしに 。そヽこで本分析で1-3-  各葦気魂

環期に払 寸う家計詣量の特賞についてとりえるととしに 戦使の曰本経潰 の勧向ヒ｡動労名

世帯に軸寸る家計消業行動 口関係について既唄寸 弔ごと^ 目的としrこ。

方蔵　蛸務庁家計調査年報及川司報告の全国勤労浦 世帯1  か月間め収入と支出i 基本に

①消費支出路変量( 辱う報と同様) について昭和27年1    月～昭和 ≪午II 月の3糾 ヵヽ月間(7)
一t したデータを整えに。②景気動向指数 からどらえrこ景気梅環期 及び景気の拡張期 ■収

縮期ﾛ) 牡 尚度拙済成長期・地 政長期の別に基 づ迂, それぞれの時期に恥ける歌計頌膏支

出tnR  子分析 乞実施しに。③ベリマックス回転､後 の因子昏 鳶そに基づ5  , 戦後 ≪各期の家

計消膏行動E  椅霞づける因子の構造 乞こく: るとともに,   可のモデル化を試みに 。

舶貳 本分析 の稀采μ、次の諸点にまとめることが､てに る。R 戦後 の各 豪気楯環期にお

ける家計消t 行動Ｅ特徴ブ>--T る因了の構ま にフいて明りかに了ろことがで!re 。R 各ま期

禎環 の拡張期K  収痛期のt れぞれを特徴づけ 今因子を見出^ ごとし■3-m鮭であ バ乙。R ふ友

成長剣い 氏成長期 の固子構逢にほ呵れかれ独自 の>＼ターツがみりれし 特に高波 戌長期に

し手、拡張期ヒ収綿期力こ同一の因 訓驀造 乞しつことが理肝にれヽに。④戦後9) 各刻におけ る哀
計誦畳行初口)モデル乞俵琉寸ろごヒカミでごに。
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目 的　 名 古 屋30 キ　ロ圏 内 在 住 の 成人 男 女 の 消 費 者 行動 の パ タ ーンを 、品 目・　業 態・　支 出

の ３　面 に限 定 し て示 し 、消 費者 行 動 の ダイ　ナ ミズ ムをさ　ぐる 、

方 法　 実 査用 紙 配布 枚 数2200 、 無 作 為　２段 階 抽 出 の 留 置 法 にI る 実査 でヽ 期 間 は 昭和61

年 ６ ～ ８月。（P        クロ ス 集計 処理 後品目 別 、業 態 別 、 支 出 費目 別 の各 特 性 をタ リ　ア。@ 双対

刄 度 構 成 法 で 品a  ･ 業 態 関 連 特性 をi>   リ ア。 ④ 数 量化ｴII 類 で 支出 費目 相 互の 関連 特 性を

タ リ　ア 。 々 かヽ 上 記実 査の 有 効回 収枚 数は1803 、 回 収率 は81.95　 ％ 。

結 果　 名 古 屋30 キ ロ 圏内 在 住 の 成人 男女 の 消費 者 とし ての 諸 行動 に関 す るパ タ ーy の特

性 と　し て つ ぎ の 各 項 目 が コ　メ ン　ト で き る。の 大 部 分 の商 品に つい て ヽ 専 門店（50 ）ヽ 百貨

店（30 ） ヽ の 吸引 ポテ ン シャ ルが 大 き いこ と。 ⑤ 品 目 別 ベ ース で の ポ テ ン シ ャ ル ラン ク：

子 供 服 は１ 位 百貨 店（40  ） ヽ2 位 専 門 店 （30 ） ヽ3 位ス ー パー（20 ）。 ス テ レ オ 等 音 響 機

器は １ 位専 門店（80 ） 、2 位 、そ の 他の 店（8    ） ヽ3     位月 賦販 売店（0.5  ）a    c 増収 分 の レ ジ

ャ ー. 娯楽 費へ の傾 斜 度 大 き い こ と。 ○ 耐 久 財 支 出性 向 と 貯蓄 ・ ロ ー ン 返済 志 向と の関 連

度 大 きい こ と 。く砂 貯蓄・　p ―   ン 返 済 し な い ケ ース で は 必ず レ ジャ ー　・ 娯 楽 費 と交 際費 に 強

く傾 斜 する こ と。○ 主食 ・ 副 食 費 と 教 育 費 の ３つは 他 費目　との関 連度 が きわ めて 低い こ と

。c 品目 別 ゜ 業 態別 夕゜゛ の区 分 は つ ぎの とお り 。ｅ 専門店 型 商 品群：　スポ ー ツ用 品 、宝

石ヽ　貴金 属｀　呉服ヽ　タテ シ オ 等 音響 機 器 、 家電 製 品 、 眼鏡 、 家 具、 時計 。c ス ーパ ー型 商

品 群： 下 着ヽ 肌 着。 ０ 百 貨店 型 商品 群 ： ベ ビ ー 用品 、 食器、 陶 磁器 、 ガ ラス 製 品、 よそ い

き 用 衣類 。 左か 、 上 記 の（　 ）内の 数値 は 吸引 ポテ･y  シャ ル量 を示 す。
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